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本書は熟読の上、大切に保管してください

N8160-32N8160-32N8160-32N8160-32N8160-32
Upgrade型LTOライブラリ

取扱説明書

まえがき
本書は、N8160-32 Upgrade型LTOライブラリ（以下「本装置」と呼びます）を正しく安全に使用するための手
引きです。本装置を取り扱う前に必ずお読みください。また、本装置を使用するうえでわからないこと、
不具合が起きたときにもぜひご利用ください。

基本処理装置本体の取り扱いについての説明は、基本処理装置に添付のマニュアルを参照してください。

なお、本装置を取り扱う前に3ページに示す「使用上のご注意」を必ずお読みください。

本書の構成
使用上のご注意 本装置を安全に正しく取り扱うための注意事項が記載されています。本装置を取り扱う
前に必ずお読みください。

第1章　初めてお使いになるとき 本装置の特長や各部の名称、本装置をセットアップする手順など箱を
開けてからお使いになれるまでに知っておいていただきたい内容について説明しています。

第2章　本装置の取り扱い 使用するカートリッジテープの取り扱い方法やテープのセット・ロード・ア
ンロードの手順、ならびにドライブのクリーニング方法について説明しています。

第3章　フロントパネルパネルの操作 本装置前面にあるフロントパネルを使った操作方法について説明
しています。本装置が持つ設定メニューのメニューツリーや設定オプション、診断テスト、ライブラリ情
報の取得方法について説明します。

第4章　障害処理ガイド 「故障かな？」と思ったときは、この章を参照してトラブルの解決を試みてくだ
さい。ただし、無理な操作はしないでください。トラブルが解消できない場合は、保守サービス会社にお
問い合わせください。

付録A　仕様 本装置およびカートリッジの仕様を記載しています。

付録B　別売品および消耗品 本装置用に用意されている別売品および消耗品を紹介しています。

付録C　運用状況お客様記入シート 装置やシステムの使用状況をメモする一覧表です。本装置の移設や
システムの移行の際、および保守の際に有用な情報となります。セットアップが完了した後に必要事項を
記入してください。
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商標について

Microsoft、Windows、Windows NT、およびWindowsロゴは、Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお

ける登録商標です。

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラ

スA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこ

とがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあ

ります。

高調波適合品

本装置は経済産業省通知の家電、汎用品高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けておりません。

したがって、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故等による補償等の問

題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。

ご注意

（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。

（2） 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

（3） NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。

（4） 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気

づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

（5） 運用した結果の影響については（4）項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

(6) 本製品を第三者へ譲渡・売却する際は必ず本書も添えてください。

©　NEC Corporation 2001 - 2003
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危険の程度を表す用語

危険に対する注意の内容

注意を促す記号

この取扱説明書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにしてく
ださい。「使用上のご注意」を必ずお読みください。

使用上のご注意　～必ずお読みください～

本装置を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。

安全にかかわる表示について

本書にはどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うのか、どうすれば危険
を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想定される箇所
またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。
本書、および警告ラベルでは危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語
を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されます。

警告�指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。

注意�
指示を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うお
それがあることを示します。

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は
次のような意味を持つものとして定義されています。

注意の喚起 この記号は指示を守らないと、危険が発生する
おそれがあることを表します。記号の中の絵表
示は危険の内容を図案化したものです。

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中や
近くの絵表示は、してはならない行為の内容を
図案化したものです。

行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中の
絵表示は、しなければならない行為の内容を図
案化したものです。危険を避けるためにはこの
行為が必要です。

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）

（例）

（例）

（例）

（本書での表示例）

注意�

指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指
定以外の電源を使うと火災や漏電の原因となります。
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本書および警告ラベルで使用する記号とその内容

注意の喚起

感電のおそれがあることを示しま
す。

発煙または発火のおそれがあるこ
とを示します。

指などがはさまれるおそれがある
ことを示します。

毒性の物質による被害のおそれが
あることを示します。

特定しない一般的な注意・警告を
示します。

行為の禁止

本装置を分解・修理・改造しないで
ください。感電や火災のおそれがあ
ります。

特定しない一般的な禁止を示しま
す。

指示された部品や場所、ものには
触らないでください。けがをする
おそれがあります。

行為の強制

特定しない一般的な使用者の行為
を指示します。説明に従った操作
をしてください。

本装置の電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。火災や感電のお
それがあります。
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安全上のご注意

本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解
し、安全にご活用ください。記号の説明については3ページの『安全にかかわる表示につ
いて』の説明を参照してください。

全般的な注意事項

警告�

煙や異臭、異音がしたまま使用しない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちにPOWERスイッチ
をOFFにして電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、お
買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。そのまま
使用すると火災の原因となります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔やカートリッジ挿入口から金属片や針金などの異物を差し込まな
いでください。感電の危険があります。

注意�

海外で使用しない

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装
置を海外で使用すると火災や感電の原因となります。

装置内に水や異物を入れない

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでくださ
い。火災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、
すぐに基本処理装置の電源をOFFにして電源コードをACコンセントか
ら抜き、本装置のDCケーブルを抜いてください。分解しないで販売店
または保守サービス会社にご連絡ください。

壊れた液晶ディスプレイに触らない

液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があります。壊れた液晶ディ
スプレイから流れ出た液体が、万一、口に入った場合は、すぐにうがい
をして、医師に相談してください。また、皮膚に付着したり、目に入っ
たりした場合は、すぐに流水で15分以上洗浄して、医師に相談してくだ
さい。分別廃棄のために液晶ディスプレイを取り外す場合は、保守サー
ビス会社にお問い合わせください。
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電源・電源コードに関する注意事項

警告�

ぬれた手で電源プラグを持たない

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれ
があります。

注意�

指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指
定以外の電源を使うと火災や漏電の原因となります。

また延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本
装置の電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して
火災の原因となります

たこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原
因となるおそれがあります。

中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し
込むと接触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また
差し込み部にほこりがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因と
なるおそれがあります。

指定以外の電源コードを使わない

本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでくださ
い。電源コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれ
があります。

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次のような
行為を行わないでください。

ⓦ コード部分を引っ張らない。
ⓦ 電源コードをはさまない。
ⓦ 電源コードを折り曲げない。
ⓦ 電源コードに薬品類をかけない。
ⓦ 電源コードをねじらない。
ⓦ 電源コードにものを載せない。
ⓦ 電源コードを束ねない。
ⓦ 電源コードを改造・加工・修復しない。
ⓦ 電源コードをステープラ等で固定しない。
ⓦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ
規格の電源コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い
求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。）
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設置・移動・保管・接続に関する注意事項

警告�

自分でラックへの取り付けをしない

保守員以外の人は、絶対に取り付け・取り外し・分解・修理・改造を行
わないでください。感電したり、発火したり、異常動作してけがをする
ことがあります。

注意�

一人で持ち上げない

本装置は約30kgの重さがあります。一人で持つと腰を痛めるおそれがあ
ります。運搬・移動は必ず二人以上で行ってください。また、前面の
ロック付きドアやディスプレイ部分に手をかけて持ち上げないでくださ
い。ドアが外れ、装置を落としてけがをしたり、装置を壊したりするお
それがあります。

ファンや通気孔をふさがない

本装置の背面にあるファンや前面の通気孔をふさがないでください。内
部の温度が上昇し、誤動作の原因となるばかりでなく、火災や感電の原
因となります。

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外し
をしない

インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセン
トから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても電源コードを
接続したままケーブルやコネクタに触ると感電したり、ショートによる
火災を起こしたりすることがあります。

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブルは、NECが指定するものを使用し、接続する装
置やコネクタを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを
使用したり、接続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすこ
とがあります。

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお
守りください。

ⓦ ケーブルを踏まない。
ⓦ ケーブルの上にものを載せない。
ⓦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。
ⓦ 破損したケーブルを使用しない。
ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。
ⓦ ネジ止めなどのロックを外したまま使わない。
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お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項

警告�

自分で分解・修理・改造はしない

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理・改造を
行ったりしないでください。装置が正常に動作しなくなるばかりでな
く、感電や火災の危険があります。

プラグを差し込んだまま取り扱わない

お手入れは、本装置の電源をOFFにして、電源プラグをコンセントから
抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても、電源コードを接続
したまま装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふ
き取ってください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱
し、火災の原因となるおそれがあります。

注意�

中途半端に取り付けない

電源ケーブルやインタフェースケーブルは確実に取り付けてください。
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるお
それがあります。
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運用中の注意事項

注意�

巻き込み注意

本装置の動作中は背面にある冷却用ファンの部分に手や髪の毛を近づけ
ないでください。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけが
をするおそれがあります。

雷がなったら触らない

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。
また電源プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装
置には触れないでください。火災や感電の原因となります。

ペットを近づけない

本装置にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が
装置内部に入って火災や感電の原因となります。

近くで携帯電話やPHS、ポケットベルを使わない

本装置のそばでは携帯電話やPHS、ポケットベルの電源をOFFにしてお
いてください。電波による誤動作の原因となります。
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警告ラベルについて

本装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。こ
れは本装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのも
のです（ラベルをはがしたり汚したりしないでください）。
もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判
読できないときは販売店にご連絡ください。

装置の廃棄について

本装置ならびにカートリッジテープやクリーニングテープの廃棄については各自治体の
廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。

注意�

壊れた液晶ディスプレイに触らない

液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があります。壊れた液晶ディ
スプレイから流れ出た液体が、万一、口に入った場合は、すぐにうがい
をして、医師に相談してください。また、皮膚に付着したり、目に入っ
たりした場合は、すぐに流水で15分以上洗浄して、医師に相談してくだ
さい。分別廃棄のために液晶ディスプレイを取り外す場合は、保守サー
ビス会社にお問い合わせください。

警告�

保守員以外の方は、装置を�
分解しないで下さい。感電�
など事故の原因となります。�
�RISK OF ELECTRIC
SHOCK - DO NOT OPEN.
QUALIFIED SERVICE
PERSONNEL ONLY.
NO USER SERVICEABLE
COMPORNENTS INSIDE.

W A R N I N G

重量物注意�
WARNING:

HEAVY ITEM
ぎっくり腰や落下事故防止�
のため移動のさいは2人�
以上で行って下さい。�
To avoid the risk of
personal injury or
damage to the unit,
move the unit with 
at least two or 
more people.

18KG超�

OVER
18KG
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導入/運用時の取り扱いについて

ⓦ 基本処理装置および外部SCSI機器と接続するSCSIケーブルまたは終端抵抗コネクタ
の取り付け/取り外しは、必ず本装置の電源をOFFにしてから行ってください。電源
を入れたまま行うと誤動作するようになったり、故障したりすることがあります。

ⓦ 本装置が動作している間は電源をOFFにしないでください。本装置の故障の原因と
なったり、記録したデータを失ったりすることがあります。

ⓦ マガジンの挿入/取り出しは、本装置が取り付け/取り出しを行える状態になってい
ることを確認してから行ってください。無理にマガジンを挿入したり取り出したり
すると、本装置ならびにマガジンが破損することがあります。

ⓦ カートリッジテープ以外のものをマガジンに入れないでください。本装置の故障の
原因となります。特にカートリッジテープをケースから取り出すときに、カート
リッジテープの取扱説明書やラベルなどがくっついていることがありますので注意
してください。

ⓦ カートリッジテープが本装置のテープドライブ内に挿入された状態で本装置の電源
をOFFにしないでください。カートリッジおよび本装置の故障の原因となったり、
記録したデータを失ったりすることがあります。
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第1章　初めてお使いになるとき
本装置を初めてお使いになる場合は、この章からお読みください。
ここでは、本装置の特長ならびに梱包箱を開けてから、本装置を使用できるようにする
までの作業について説明します。

本装置の特長

本装置は、サーバ機器などのファイルシステム用に開発された外部記憶装置で、中位か
ら最上位までのコンピュータシステムで使用するために設計された、大容量の高性能ス
トリーミングカートリッジテープ装置です。

ⓦ 本装置は、テープドライブ（1台）、20巻のデータカートリッジを格納するマガジン
（4台使用）を内蔵している自動媒体交換型の集合LTO（Linear Tape Open）装置です。

ⓦ 本装置は、主にデータの読み込み/書き込みを行うドライブ部と主にカートリッジの
移動を行うライブラリ部から成っています。

ⓦ 本装置は、Ultra2 Wide SCSIインタフェースを有しており、1つのSCSIバス上で2つ
のIDを持った装置として機能します。

ⓦ 高速データ転送速度

本装置が非圧縮モードで動作するときの最大転送速度（読み込み/書き込み時）は
15MB/秒です。圧縮モード動作時の最大転送速度（読み込み/書き込み時）は30MB/秒
です。

ⓦ 大容量

カートリッジテープに記録できるデータ量は、非圧縮モード時で最大100GB、圧縮
モード時で200GB（圧縮効率2倍時）です（EF-2424のカートリッジ使用時）。
本装置の場合、20巻のLTOカートリッジテープに非圧縮モードで最大1TB、圧縮
モードで最大2TB（圧縮効率2倍時）の情報を記憶できます。

ⓦ データ圧縮機能

データの圧縮機能により、カートリッジテープの容量は増加し、データを効率よく
格納することができます。

ⓦ メディアの耐久性

使用するメディア（カートリッジテープ）は優れた耐久性とデータの信頼性を提供
し、500,000回の読み込み/書き込み動作に耐えます。

ⓦ 本装置は、バーコードラベルを使用したデータカートリッジの運用管理が可能で
す。

ⓦ 本装置にN8560-40/N8160-40（Upgrade型LTOライブラリ用増設筐体）を増設すること
により、さらに最大20巻（N8560-40/N8160-40 :1台、マガジン4台使用）のデータカー
トリッジを格納することができます。（N8560-40/N8160-40は2台まで増設できま
す。N8560-40/N8160-40にはテープドライブが含まれておりません。）

ⓦ 本装置、およびN8560-40/N8160-40（Upgrade型LTOライブラリ用増設筐体）にN8560-
33/N8160-33（Upgrade型LTOライブラリ用増設LTOドライブ）を増設することで、同
時に複数の読み込み/書き込みができます。（N8560-33/N8160-33は各ライブラリに2
台まで接続できます。N8160-32には出荷時にLTOテープドライブが1台組み込まれ
ています。）
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ⓦ 本装置にN8503-69/N8103-69（Upgrade型LTOライブラリ用Fibre Channelコントロー
ラ）を増設することで、本装置をファイバーチャネル接続で使用することができま
す。

ⓦ 自己診断機能

本装置は、自己診断機能が組み込まれており、電源を投入すると自動的に自己診断
テストを実行し、本装置自身に異常がないことを確認します。
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ⓦ キーは本装置固有のものです。なくさないよう注意してください。（キーは装置
背面に取り付けられています。）

ⓦ 箱と緩衝材は装置の移動時や保管時に使用しますので大切に保管しておいてくだ
さい。

ⓦ 本装置には、データカートリッジテープは含まれておりません。販売店で別途購
入してください（付録AおよびB参照）。

ⓦ 本装置を譲渡する場合には、必ず本取扱説明書を併せて譲渡してください。

ⓦ 『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しします。記載内容を確認の上、大
切に保管してください。保証期間中に故障した場合は『保証書』の記載内容に基づ
き無料修理いたします。

クリーニング
テープ

終端抵抗
コネクタ

AC電源コード
（4.0m）

N8160-32
Upgrade型LTO
ライブラリ

取扱説明書

セキュリティ
キー

ラベルキット
（キットにはバーコードラ
ベルが添付されています）

ラック
キット

SCSIケーブル

箱の中身

梱包箱を開けて次のものがすべてそろっていることを確認し、それぞれの点検を行って
ください。万一足りないものや損傷しているものがある場合には、販売店に連絡してく
ださい。

保証書
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各部の名称

本装置の設置や取り扱い時に使用する部品の名前とその位置を示します。

装置前面（フロントパネル）

① イレプスィデルネパトンロフ

② アドき付クッロ 1 トッロス（ 1～ 01 トッロス、 1 ）前手が

③ ）すまし用使に時択選ーュニメ（ーキトフソ

④ チッイス）イバンタス（源電

⑤ アドき付クッロ 2 トッロス（ 02 ～ 11 トッロス、 02 ）前手が

② ③ ④ ⑤ ⑥

①
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装置背面（リアパネル）

① トッロスき空

② ドーカ理管トーモリ

③ ドーカラーロトンコリラブイラ

④ ）用ドーカルネャチーバイァフ（ルネパクンラブ

⑤ ルーュジモブイラド 1

⑥ 設増（ルネパクンラブ OTL ）用ブイラド

⑦ 源電

⑧ ルベラ報情品製

マガジン

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧

* マガジンにはラベルが付いていませんがラベルを貼る
ことのできる場所は決まっています。

マガジンラベル
位置

マガジンラベル
位置

マガジンラベル
位置
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➔
➔

➔

セットアップ

次の順序で本装置をセットアップします。

ステップ1 ケーブルの接続　　 　　　　　　　

ステップ2 電源ONと電源投入シーケンスの実行

ステップ3 SCSI IDの設定　　　　　　　　　

ステップ4 システムの起動　　　　　　　　　

本装置のラックへの取り付け・取り外し作業は保守員が行います。

警告�

自分でラックへの取り付けをしない

保守員以外の人は、絶対に取り付け・取り外し・分解・修理・改造を行
わないでください。感電したり、発火したり、異常動作してけがをする
ことがあります。

ケーブルの接続

注意�

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外し
をしない

インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセン
トから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても電源コードを
接続したままケーブルやコネクタに触ると感電したり、ショートによる
火災を起こしたりすることがあります。

本装置と基本処理装置（または他のSCSI機器）をSCSIケーブルで接続します。本装置の
SCSIコネクタは装置背面にあります。

SCSIケーブルを接続するときは、SCSIケーブル接続で最遠端に位置する装置に終端抵
抗コネクタを取り付けなければなりません。SCSIケーブル接続での本装置の位置を次
の図で確認し、それぞれ該当するSCSI機器に必ず終端抵抗コネクタを取り付けてくだ
さい。

本装置でSCSIケーブル接続が終わる場合は、本装置のもう一方のSCSIコネクタに添付
の終端抵抗コネクタを取り付けてください。



- 19 -

次の手順に従ってSCSIケーブルを接続します。

1 基本処理装置、本装置およびSCSI機器の電源コードが接続されていないことを確
認します。接続されている場合は電源コードを取り外してください。

2 SCSIケーブルの一方の端を本装置背面左側のSCSIコネクタに接続します。

3 コネクタについている取り付けネジで固定します。

4 SCSIケーブルのもう一方の端を、基本処理装置（またはSCSI機器）のSCSIコネクタ
に接続します。

5 終端抵抗コネクタを取り付けます。

ⓦ 本装置でSCSIケーブル接続が終わる場合は、本装置背面右側のSCSIコネクタに
添付の終端抵抗コネクタを取り付けて取り付けネジで固定します。

ⓦ 本装置を中継して他のSCSI機器へ接続する場合は、本装置のもう一方のSCSIコ
ネクタにSCSIケーブルの一方の端を接続し、もう一方の端を他のSCSI機器へ接
続した後、SCSIケーブル接続で最遠端に位置するSCSI機器に終端抵抗コネクタ
を取り付けます。

終端抵抗コネクタ（本装置
を中継して他のSCSI機器
へ接続する場合はSCSI
ケーブルを接続する）

SCSIケーブル

基本処理装置
から

基本処理装置およびSCSI機器への接続方法については、基本処理装置およびSCSI機器
に添付のマニュアルを参照してください。
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SCSIケーブルの接続を完了してから電源コードを接続します。

注意�

指定以外の電源コードを使わない

本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでくださ
い。電源コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれ
があります。

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次のような
行為を行わないでください。

ⓦ コード部分を引っ張らない。
ⓦ 電源コードをはさまない。
ⓦ 電源コードを折り曲げない。
ⓦ 電源コードに薬品類をかけない。
ⓦ 電源コードをねじらない。
ⓦ 電源コードにものを載せない。
ⓦ 電源コードを束ねない。
ⓦ 電源コードを改造・加工・修復しない。
ⓦ 電源コードをステープラ等で固定しない。
ⓦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ
規格の電源コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い
求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。）

1 本装置の電源スイッチがOFFにセットされていることを確認します。

2 電源コードのプラグを、本装置の電源コネクタに差し込みます。プラグが完全に差
し込まれていることを確認してください。

3 電源コードのもう一方の端を、手近のACコンセント（またはUPSのコンセント）に
接続します。

電源コネクタ

電源コード
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電源ONと電源投入シーケンス

本装置の電源をONにすると、自動的に電源投入シーケンスを実行します。

1 電源コードを接続します。

2 ライブラリの前面から、右下の角のある電源（スタンバイ）スイッチを押して電源を
入れます。

スイッチを押す際は、先の細い棒状のものを使用してください。

本装置は電源がONになると電源投入シーケンスを実行します。電源投入シーケンスで
は次のことが実行されます。

電源投入テストが終わると、ライブラリのフロントパネル上にホームスクリーンが表示
されます。ホームスクリーンは、ドライブ、テープ、ライブラリの状態を示します。34
ページの「フロントパネルステータス情報（ホームスクリーン）」をご覧ください。
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SCSI IDの設定

本装置のSCSI IDが、基本処理装置や他のSCSI機器と重複していないことを確認してく
ださい。（工場出荷時、本装置のSCSI IDは以下のように設定されています。）

ライブラリとテープドライブはそれぞれ独自のSCSI IDを持たなければなりません。
本装置は、テープドライブとライブラリのIDの重複をできない仕様になっています。
同一SCSIバス上の他のSCSI機器のIDについては、テープドライブ、およびライブラ
リと重複していないことを確認してください。

工場出荷時のSCSI ID ⓦ テープドライブ ：（1）
ⓦ ライブラリ ：（0）

SCSI IDの設定方法は52ページの「SCSI IDを設定する」をご覧ください。

システムの起動と終了

SCSI IDの設定が終わったら、基本処理装置および他の装置等の電源をONにして、シス
テムを起動します。

システムを起動するときは、本装置（ならびに基本処理装置に接続している周辺機器）、
基本処理装置の順に電源をONにして、システムを起動します。

システムの起動前にカートリッジテープをテープドライブにロードすると、カート
リッジテープに記録されたデータの読み込み/書き込みが正常に行われないときがあ
ります。

システムを終了するときは、基本処理装置、本装置（ならびに基本処理装置に接続して
いる周辺機器）の順に電源をOFFにして、システムを終了してください。

システムを終了する前に、カートリッジテープがテープドライブにロードされてい
ないことを確認してください。カートリッジテープがテープドライブにロードされ
たままシステムを終了すると、この次にシステムを起動したときにカートリッジテー
プに記録されたデータの読み込み/書き込みが正常に行われなかったり、カートリッ
ジや本装置の故障の原因となることがあります。
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第2章　集合LTO装置の取り扱い
本装置で使用するカートリッジテープの取り扱い、カートリッジテープの挿入/取り出
し方法、マガジンの取り付け/取り出し方法など本装置の取り扱い方法について説明し
ます。なお、本装置のオペレータパネルの操作方法については、第3章を参照してくだ
さい。

カートリッジテープについて

本装置では次のカートリッジテープを使用します。

ⓦ EF-2424 LTOデータ媒体

ⓦ EF-3237Q クリーニング媒体

本装置の信頼性を保つために、上記以外のカートリッジを使用しないでください。

下図にデータカートリッジの各部の名称を示します。

ラベル貼り付け位置

カートリッジ・ドア
（図は開いた状態を示す）

挿入方向マーク

ライトプロテクトプラグ

リーダ・ピン

挿入ガイド
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データカートリッジ（EF-2424）

データカートリッジ（EF-2424）には、1/2インチのMPテープが入っています。このテー
プのデータ容量は100GB、圧縮容量は200GB（2:1圧縮を想定）です。テープの処理に際
し本装置は、リニアのサーペント記録フォーマットを使用し、384トラックのデータの
読み取りと書き込み（一度に8トラック）を行います。最初の8トラックのセットには、
テープの始めの方からテープの終りの方に書き込まれます。次にヘッドは、リターン・
パスのために、次の8トラックのセットの位置変更を行います。すべてのトラックが書
き込まれてテープがいっぱいになるか、すべてのデータが書き込まれるまで、この処理
は続きます。

EF-2424データカートリッジには、リニア・テープ・オープン・カートリッジ・メモリ
（LTO-CM）チップが付いています。このチップには、カートリッジとテープに関する情
報（テープの製造元の名前など）と、カートリッジの使用に関する統計情報が入っていま
す。データカートリッジをアンロードするたびに、本装置は、カートリッジ・メモリの
すべての関連情報を書き込みます。

カートリッジ・ドアはカートリッジがドライブの外に出ているときにテープが汚れるの
を保護します。ドアの後ろで、テープはリーダ・ピンに付いています。ドライブにカー
トリッジを挿入すると、スレッド機構はカートリッジからピン（およびテープ）を引き出
し、ドライブ・ヘッドに渡して、取り外し不可能のテープ巻き取り機構のリールまで
もってきます。以上で、ヘッドはテープからデータを読み取ったり、テープにデータを
書き込んだりすることができます。

ライトプトテクトプラグは、データカートリッジにデータが書き込まれないようにしま
す。

ラベル貼り付け位置は、ラベルを貼り付ける場所です。ラベルを貼る際には、へこんで
いるラベル域に収まるようにしてくだしさい。へこんでいる場所からラベルがはみでて
いると、内部ドライブや本装置そのものでロードの問題が生じるおそれがあります。

挿入ガイドは、お客様がカートリッジを誤って挿入することを防ぐ、大きな切り込み
の入った部分です。

クリーニングカートリッジ（EF-3237Q）

EF-3237Qは15回使用できます。カートリッジのLTO-CMチップは、カートリッジの使
用回数を記憶しています。

クリーニング方法については35ページの「ドライブをクリーニングする」を参照してくだ
さい。
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ラベル

データカートリッジの中にどのファイルがバックアップされているか、また、いつバッ
クアップをとったものかなどが一目でわかるよう、添付のラベルに必要事項を記載して
下図のようにデータカートリッジを貼り付けておくことをお勧めします。

また、貼り付けるラベルについては次の注意事項を守ってください。

□ データカートリッジの内容を表示するために用いるラベルは簡単にはがせるので、
はがした後に粘着物を残さないようなものを使用してください。

□ 内容の表示を変更するときは、消しゴムで消さず、必ずラベルを貼り替えてくださ
い（INDEXラベルは、データカートリッジに添付されています）。

□ ラベルを貼るときは、指定の位置に確実に貼り、さらに取り替える場合は、古いラ
ベルを取り除いてから新しいラベルを貼ってください。

□ 指定のINDEXラベル以外のものを使用する場合は、大きさの合ったものを使用して
ください。

ラベル貼り付け位置
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ライトプロテクト

ライトプロテクトプラグにより、テープの内容を保護したり、上書きしたりすることが
できます。一度書き込んだデータを消去したくないときには、書き込みできないよう設
定してください。ライトプロテクトプラグの位置は同じですが、プラグに刻印されてい
る表示が異なる場合があります。詳しくはカートリッジ添付の取扱説明書を参照してく
ださい。

書き込み不可 書き込み可

書き込み不可 書き込み可

ライトプロテクトプラグ

（プラグ表示例）

取り扱い上の注意事項

データカートリッジを取り扱う際の注意事項について説明します。

使用上の注意事項

□ 使用する前

－ カートリッジを開け、リーダピンが確実に固定されていることを確認してくだ
さい。

－ 使用するデータカートリッジが、破損していたり、変形したり、曲がっている
ときは使用しないでください。

－ 装置の使用温湿度条件以外で保管されていたデータカートリッジを使用する場
合は、使用温湿度条件外になっていた時間以上の間（最大8時間）、使用環境に持
ち込んでから使用してください。そのとき、保管場所と使用場所の温度差が大
きい場合は一度に移動せず、温度変化が1時間に10℃程度になるように注意し、
使用場所の温度にデータカートリッジをなじませてください。



- 27 -

□ 本装置への装着時

データカートリッジを確実に挿入してください（詳しくは3章をご覧ください）。デー
タカートリッジを取り出した保護ケースは、しっかりと閉じ塵埃の少ない場所で保
管してください。

□ 使用後

使用済みのデータカートリッジは必ず保護ケースに入れて塵埃の少ない場所で保管
してください。置き方は水平、垂直を問いません。

□ 廃棄方法

廃棄の際は、各自治体の廃棄方法に従ってください。

一般的注意事項

□ テープ自体（磁性面）に手を触れないでください。

□ 磁気の発生するものを近づけないでください。

□ 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。

□ 強い衝撃を与えないでください。

□ 飲食・喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコール
などが付着しないように注意してください。

□ 使用後は必ずケースに入れて保管してください。

□ 装置にはていねいに挿入してください。

□ データカートリッジは、ゴミやほこりを嫌います。

使用禁止基準

次のいずれかの項目に該当する場合は、そのデータカートリッジの継続使用を禁止し、
新しいデータカートリッジに取り替える必要があります。

□ 落下させるなどの強い衝撃を与えデータカートリッジが損傷を受けた場合

□ 清涼飲料、コーヒー、紅茶などの液体、溶剤や金属粉、たばこの灰などで記録面が
汚れている場合

上記に示すデータカートリッジを使用するとヘッドや装置を損傷したり、汚したり
することになり、装置の故障の原因となります。また、ヘッドの汚れや損傷に気づ
かずに、そのまま新しいデータカートリッジを装置に挿入すると、新しいデータカー
トリッジを汚したり、傷つけたりして被害を広げるおそれがあります。
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寿　命

データカートリッジの寿命は使用環境によっても異なりますが、以下を参考にしてくだ
さい（温度・湿度・塵埃等の使用環境によって、目安より短くなることがあります）。

□ 新しいデータカートリッジを使用するときに、管理番号を割り当て、その番号を
データカートリッジのラベルに記入しておくと良いでしょう。

□ データカートリッジ管理番号台帳を作り、使用日を記録し、データカートリッジの
使用年数と使用回数を見積もります。

□ 定期的にデータカートリッジの管理台帳と標識ラベルを調べ、手元にあるデータ
カートリッジが長く使用され、書き込み、読み取りエラーが発生したりして信頼性
が低い場合は、データカートリッジを廃棄処分にします。

重要なデータの保存について

重要なデータ、またはプログラムなどを保存する場合には、万一の場合に備えて、正副
2巻に保存することをお勧めします。また、保存する際にはバックアップソフトのベリ
ファイ機能を利用し、保存したデータの確認も行うことをお勧めします。ベリファイ機
能の利用方法については、各バックアップソフトの取扱説明書を参照してください。こ
うしておけば、もし一方のテープがゴミ、または塵埃などによってリードエラーを起こ
したとしても、もう一方のテープから復旧でき大切なデータ、およびプログラムの消失
を防げます。

データの3世代管理について

ディスク上のデータを保存する場合には、保存されたデータの3世代管理をお勧めしま
す。これはテープを3巻（A、B、C）使用して、1日目はテープAにディスク上のデータを
保存したならば、2日目にはテープBに保存し、3日目にはテープCに保存し、A→B→C
と順番にテープ上にディスク上のデータを保存していくものです。こうしておけば、例
えば一巻のテープCがリードエラーを起こしたとしてもテープBのデータを使用すれば
データは復旧可能であり、また万一、テープBがリードエラーを起こしたとしてもテー
プAのデータを使用することで大切なデータは復旧可能となります。

データカートリッジの保管について

□ 決められた保管条件を守り、保管場所を常に清潔に保ってください。

□ 書き込みを禁止にしておくことをお勧めします。

□ 長期間にわたって保管する場合は、常にバックアップデータが復旧可能であること
を確認するため、定期的にデータの読み出しを行うことをお勧めします。

□ 万一の場合を想定してシステムから遠く離れた場所に保管しておくことをお勧めし
ます。正副2巻のデータカートリッジがある場合には、正、副それぞれを異なる場
所に保管しておくとさらに効果的です。
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マガジンにラベルを付ける

ライブラリのバーコードリーダーは、マガジンのバーコードを読むことはできませ
んが、テープカートリッジ同様バルクロードマガジンにラベルを付けることもでき
ます。

購入したマガジンはラベルが付いていませんが、ラベルを貼ることのできる場所は決
まっています。

マガジンは側面か背面を下にして重ねて保管できます。

マガジンラベル
位置

マガジンラベル
位置

マガジンラベル
位置
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カートリッジテープのセット

ライブラリ内のテープにアクセスする

ライブラリ内のテープには、以下の機能を使ってアクセスできます。

・ Magazine Access

・ Mailslot Access（構成されている場合。コンフィグレーションについては、45ページ
の「メールスロットを構成設定する」を参照してください。）

Main Menu→

Operations→

Magazine Access

1 Magazine Accessメニューから、以下のどちらかのオプションを選択します。

・ Unlock Door

・ Unlock All Doors

[-]（マイナス）または[+]（プラス）キーを使って、ドアの選択を変更します。

全部のドアではなく、必要なドアだけをロックを解除すると、ライブラリがインベ
ントリを調べる時間を短縮できます。

2 ロックを解除したドアを引き出して、マガジンとテープにアクセスします。ドアが
セキュリティキーでロックされている場合は、ロックを解除してください。

ロック 解除
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3 ハンドルを持ってまっすぐに引き上げ、マガジンを取り出します。

4 テープを取り出すには、マガジンを上向きにして置き、テープの両端をしっかりと
持ってからテープをマガジンからまっすぐに引き出します（次ページ参照）。

5 各テープの向きを次ページの図に示すとおりに（書込み禁止スイッチがマガジンの
ハンドル側を向けるように）して、「カチッ」と音がするまでマガジンにテープを押
して挿入してください。

ハンドル

ドアトレイにある
フレーム

マガジンにある溝
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6 マガジンをドアトレイに入れ直し、ドアを閉めます。ライブラリが、そのテープド
アの内容をチェックし始めます。

ⓦ マガジンを取り付ける際は、ドアトレイにあるフレームがマガジンにある溝に差
し込まれるようにしながら取り付けます（前ページ参照）。

ⓦ ライブラリに全部のマガジンが入っていないと、一部使用可能メッセージを表示
します（一部使用可能メッセージについては、60ページの「一部使用可能状態をク
リアする」を参照してください）。
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メールスロット内のテープにアクセスする

Home Screen→

Mail

メールスロットには、Drive Operationsサブメニューかホームスクリーンからアクセ
スできます（メールスロットについての説明は45ページの「メールスロットを構成設
定する」を参照してください）。

1 Mailslot Accessスクリーンに、メールスロットに入っているテープの数と、適切な
ドアを開ける方法を示すメッセージが表示されます。

ドアを開けます（メールスロットは常に右上のドアにあります）。ドアは、メールス
ロット用に構成されたストレージスロットの数だけ開きます（1または5ストレージ
スロット）。

メールスロットのテープカートリッジを交換するときは、かならずライブラリの右
上ドアを開けてください。

2 ドアを閉じます。ライブラリはドアが閉まったことを自動的に感知して、ドアを
ロックし、インベントリのチェックを開始します。

出荷時、メールスロットは「1」に設定されています。メールスロットを使用しない場
合は、メールスロットを「0」に設定してください。設定方法は45ページの「メールス
ロットを構成設定する」を参照してください。



- 34 -

ドライブおよびテープの操作

Main Menu→

Operations→

Drive and Tape Operations

ドライブ番号とスロットの番号については、ライブラリ背面の製品情報ラベルと各テー
プドアの内側のラベルを見てください。この番号方式については、16ページの「装置前
面（フロントパネル）」、および17ページの「装置背面（リアパネル）」にも示してありま
す。

「Home」と「Map」フロントパネルスクリーンに、ドライブとスロットの番号方式が示
されます。

テープをドライブにロードする

1 Drive and Tape Operationsメニューから、[Load Tape to Drive]オプションを選択し
ます。

2 [-]か[+]キーを使って、スロットをどれか選択します。カートリッジの入っている
スロットだけを選択できます。

[OK]を選択します。

3 [-]か[+]キーを使って、希望のドライブを選択します。空のドライブだけを選択で
きます。

4 [Load]を選択して、テープをスロットからドライブに移動します。

確認用スクリーンに、テープがロードされたことが表示されます。

テープをドライブからアンロードする

1 Drive and Tape Operationsメニューから、[Unload Tape from Drive]オプションを選
択します。

2 [-]か[+]キーを使って、アンロードしたいドライブを選択します。

3 [Unload]を選択して、テープをドライブからテープの元のロケーション（ドライブ
にロードされる前にそのテープがあったロケーション）に移動します。そのスロッ
トが空いていなければ、別のスロットを選択するように要求されます。

テープはアンロードされる前に自動的に巻き戻されます。ステータススクリーン
に、テープを元のロケーションに移動している状況が表示されます。

4 Drive and Tape Operationsメニューから[Menu]を選択して、Operationsメニューに
戻ります。
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ドライブをクリーニングする

Main Menu→

Operations→

Drive and Tape Operations

クリーニングカートリッジEF-3237Qを使ってドライブをクリーニングします。ドラ
イブ機構は、ドライブクリーニングのアイコンが表示されたときにだけ、クリーニ
ングしてください（39ページを参照）。クリーニングカセットを使いすぎると、ドラ
イブヘッドを磨耗させます。クリーニングカートリッジの交換が必要になると、ラ
イブラリフロントパネルにメッセージが表示されます。

1 Drive and Tape Operationsメニューから、[Clean Drive]を選択します。

2 Choose Cleaning Slotから、[-]か[+]キーを使って、クリーニングテープのスロット
ロケーションを選択します。スロット番号のリストについては、ライブラリドア内
側のラベル、フロントパネルのディスプレイ、または、16ページの「装置前面（フロ
ントパネル）」を参照してください。

[OK]を選択します。

3 [-]か[+]キーを使って、クリーニングするドライブの番号を選択します。

[Clean]を選択します。

クリーニングが終了すると、クリーニングテープが元のスロットロケーションに戻
ります（クリーニングには約15分程かかります）。これに失敗すると、スクリーンは
該当するステータス情報を表示します。考えられるクリーニングの問題について
は、次ページの「ドライブクリーニングエラー」を参照してください。

テープをスロットからスロットに移動する

1 Drive and Tape Operationsメニューから、[Move Tape Slot-to-Slot]を選択します。

2 [-]か[+]キーを使って、移動元のスロットを選択します。

3 [-]か[+]キーを使って、移動先のスロットを選択します。

スロットからスロットへテープが移動します。
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ドライブクリーニングエラー

ドライブクリーニングの問題が直らない場合は、お買い求めの販売店、または保守
サービス会社に連絡してください。

ドライブクリーニングのトラブルシューティング

題問 因原 策対
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第3章　オペレータパネルの操作
フロントパネルは、ライブラリをコントロールするためのものです。このLCDディスプ
レイの一番上に最大5行からなるステータス行があり、一番下にソフトキーがありま
す。5つのソフトキーの機能は、画面に応じて異なります。

ネスティング

パスワード保護されたメニューの各レベル（AdministrationおよびService）は、サブメ
ニューで使用可能なすべてのオプションを含んでいます。たとえば、Administration
Menuで使用可能なすべてのオプションは、Service Menuに含まれています。したがっ
て、いちいちMain Menuに戻ったり、パスワードを再入力する手間が省けます。下図
に、ライブラリコントロールのレベルの上昇に従う「ネスティング」の概念を示します。

ユーザーが何も操作を行わないと、フロントパネルは約5分後にホームスクリーンに
戻ります。

Library
Information

Information

Power
Supplies

Drive
Information

View
Configuration

Date and Time

Firmware
Revisions

Drive and 
Tape Operations

Operations

Magazine
Acess

Mailslot
Access

Information

Administration

Operations
   Drive
   Magazine
   Mailslot

Configuration

Run Test

Set Date
and Time

Online
Drive Repair

Upgrade Drive
Firmware

Information

Service

Operations
   Drive
   Magazine
   Mailslot

Change
Configuration

Run Test
   With additional
   test capability

Set Date
and Time

Online
Drive Repair

Upgrade Drive
Firmware
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フロントパネルディスプレイの規約

フロントパネルは、ライブラリ、ドライブ、テープのステータス情報を示すためのアイ
コンとテキストを表示します。さらに、テキストプロンプトと警告によって、ユーザー
が変更を加えているときの援助もします。
ソフトキーのラベルは、スクリーンによって異なります。希望の機能を実行させるに
は、そのラベルの真下のキーを使ってください。

フロントパネルステータス情報（ホームスクリーン）

下図は、本装置の典型的なホームスクリーンの表示を示します。実際のライブラリは、
搭載しているドライブの数だけを表示します。

ホームスクリーンは以下を表示します。

・ ライブラリ全体の状態を示すメッセージ

・ ドライブとテープのステータス

・ テープバーコード（該当する場合）

・ [Main]オプション：Information、Operations、Administrationメニューに進む

・ [Icon]オプション：説明付きでアイコンを表示；コントラスト調整も可能

・ ・ ・ ! ：ライブラリの状態をアイコンで表示（アイコンの意味については
次ページの「ライブラリのアイコン」を参照してください。）

・ [Mail]オプション：メールスロットにアクセスする

・ [Map]オプション：ドライブとテープスロットに関する情報にアクセスする
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アイコン

ライブラリとドライブの状態を示すための以下のアイコンが、ステータスバーに表示さ
れます。ステータスバーはホームスクリーンにはありません。

ドライブのアイコン

ライブラリのアイコン

フオ源電 ンイランオ

ンイラフオ、敗失 ドイア、）りあプーテ（いぱっい
ル

りあ要必のグンニーリク 中ドーロンアをプーテ

ンイラフオ 中索検をターデの上プーテ

ンイランオ、敗失 中み込書にプーテをターデ

グンニーリクをブイラドがプーテ
中 中し戻巻プーテ

止禁み込書はプーテ 中り取読のプーテ

空 中去消をプーテ

中ドーロをプーテ

スターテスリラブイラ - 良不 スターテスリラブイラ - 可用使部一
能*

スターテスリラブイラ - 好良

* スターテスリラブイラ　 - え使は能機のり残、がすで良不部一はリラブイラ：能可用使部一
。すま　 06 。いさだくてし照参を」るすアリクを態状能可用使部一「のジーペ

!
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メニューツリー

Informationのメニューツリー

このメニューから使用できる機能については、54ページの「ライブラリに関する情報
を得る」を参照してください。

SCSIかファイバーチャネルライブラリのどちらを搭載しているかに応じてSCSI IDs
またはFibre Channelメニュー（どちらかひとつだけ）が表示されます。ファイバー
チャネルライブラリ*では、Save Element Reserve After Power Cycleも表示されま
せん。

* ファイバーチャネルライブラリは、N8503-69/N8103-69（Upgrade型LTOライブラリ用Fi-
bre Channelコントローラ）を接続した場合になります。



- 41 -

Operationsのメニューツリー

DRIVE STATUS
(Home Screen)

MAIN MENU

OPERATIONS MENU

DRIVE AND
TAPE OPERATIONS

LOAD TAPE TO DRIVE
UNLOAD TAPE FROM DRIVE
CLEAN DRIVE
MOVE TAPE SLOT-TO-SLOT

MAGAZINE
ACCESS

MAILSLOT
ACCESS

UNLOCK DOOR
UNLOCK ALL DOORS
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Administrationのメニューツリー

SCSIかファイバーチャネルライブラリのどちらを搭載しているかに応じてSCSI IDs
またはFibre Channelメニュー（どちらかひとつだけ）が表示されます。ファイバー
チャネルライブラリでは、Save Element Reserve After Power Cycleも表示されま
せん。
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ライブラリを構成設定する

Main Menu→

Administration→

Change Configuration

次のようなライブラリのコンフィグレーションオプションを変更できます。

コンフィグレーションオプション

ンョシーレグィフンコ 明説 トルォフデ時荷出

drowssaP す更変てしに効有をドーワスパ「のジーペ次
。照参を」る

ffO

noitarugifnoctolsliaM 54 」るす定設成構をトッロスルーメ「のジーペ
。照参を

tols-enO

sseccAkrowteN 74 」るす用使をドーカ理管トーモリ「のジーペ
。照参を

ずせ当該

lennahCerbiF たま
は sDIISCS

05 ルネャチーバイァフをリラブイラ「のジーペ
はたま」るす定設成構に用 15 「のジーペ ISCS

DI 。照参を」るす定設を

ずせ当該

evreseRtnemelEevaS
elcyCrewoParetfA

予トンメレエ、もてしりたっ入りたれ切が源電
まきで持維を）トッロスはたまブイラド（約

。す

ffO

noiterugifnoCrehtO
snoitpO

・ srorrEderevoceRtropeR ーラエたし復回：
を　 ISCS 。すまし告報てし介を
・ stluafeDyrotcaFerotseR フンコのトルォフデ：

。すまし戻に定設ンョシーレグィ　
・ sseccAaideMtneverP ッロをアドリラブイラ：

。すましク　

nO

ずせ当該

ffO
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パスワードを有効にして変更する

すべての管理作業は、パスワード保護されています。管理作業には、診断テスト、
コンフィグレーション、オンラインドライバ修理、日付と時刻の設定などがありま
す。

Main Menu→

Administration→

Change Configuration→

Password

ライブラリ設置時点では、パスワード機能はオフになっています。システムへの無断ア
クセスを防止するために、次の手順に従ってパスワードを設定してください。

1 Passwordメニューに入ります。ステータススクリーンに、パスワード機能が有効に
なっているかどうかが示されます。

・ パスワードがオフになっている場合、[Set new password]を選択してパスワード
を有効にしてください。

・ パスワードがオンになっている場合は、[Change password]を選択して、新しい
パスワードを入力します。パスワードの長さは正確に8桁でなければなりませ
ん。

・ パスワードがオンになっている場合は、[Turn password Off]を選択して、パス
ワードを解除します。

8桁を超えるパスワードを入力すると、9桁目が新しいパスワードの最初の桁になっ
てしまいます。

2 [OK]を選択して終了します。

パスワードはかならず書き留めておいてください。
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メールスロットを構成設定する

Main Menu→

Administration→

Change Configuration→

Mailslot Size

メールスロットコンフィグレーションを変更する前に、メールスロットにするスロット
が空で、ドライブ内のテープの元のロケーションでないことを確認してください。

デフォルトで、ライブラリは1スロットメールスロットに設定されています。Adminis-
trationまたはServiceメニューから、この設定を0スロット（メールスロットなし）または
5スロットに変更することもできます。

メールスロットは、本装置では常に右側のドアにあります。テープを交換するとき、ド
アは、メールスロット用に構成されたストレージスロットの数だけ開きます。
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次の手順に従ってメールスロットオプションを構成設定してください。

1 Configure Mailslotメニューに、バックアップソフトウェアのストレージスロットと
メールスロットのコンフィグレーションを確認するように要求するメッセージが表
示されます。

[OK]を選択します。

2 次のスクリーンに、メールスロットを構成設定する前に必要な事項の説明が現れま
す。必要事項を満たしていることを確認してから、[OK]を選択します。

3 ディスプレイに、現行のメールスロット設定が表示されます。希望のメールスロッ
ト数を選択します（0、1、または5）。各オプションについては、下表「メールスロッ
トコンフィグレーション」を参照してください。

確認スクリーンに、変更に成功したか失敗したかが自動的に表示され、バックアッ
プソフトウェアのコンフィグレーションを実行するようにというメッセージが出ま
す。

4 [Done]を選択して、終了します。

バックアップソフトウェアの再コンフィグレーションをせずにメールスロット設定
を変更しないでください。テープの入れ替えと全テープの現在のロケーションを追
跡できるように、メールスロット設定がバックアップソフトウェアに反映されてい
る必要があります。

メールスロットコンフィグレーション

ルーメ
数トッロス 点欠と点利

0 、はきとるす換交をプーテ sseccAenizagaM （いさだくてっ使を 03 のジーペ
「 sseccAenizagaM 。）照参を」

。すまえ使に存保ターデをトッロス全：点利
とこるすれ入し出をプーテ、にずせ行実にルフをクッェチリトンベンイ：点欠

。んせまきでに単簡が　　　

1 が定設トッロスルーメ 1 、きとの 1 まきで定指てしとトッロスルーメをトッロス
。す

簡が業作るす換交をプーテで動手、でのく開がけだトッロスたれさ定指：点利
。すまりなに単　　　

5 が定設トッロスルーメ 5 、きとの 5 （トッロス 1 しとトッロスルーメを）ンジガマ
。すまきで定指て

に単簡が業作るす換交をプーテで動手、でのるきでスセクアにンジガマ：点利
。すまりな　　　

プーテが量容存保のリラブイラ：点欠 5 。すまり減分本
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リモート管理カードを使用する

概　要

リモート管理カードは、ライブラリからネットワークへの10Base-T接続を通して、Web
ベースでライブラリを管理し、モニターすることを可能にします。リモート管理カード
により、ネットワーク接続を通して、Webベースでライブラリを管理し、モニターする
ことができます。

Webベースのライブラリ管理者ページには、以下が含まれています。

・ ドライブ、テープ、ライブラリのステータス情報

・ ライブラリコンフィグレーション情報と操作

・ ドライブメディアログ

・ エラーレポートと総合エラーログ

・ ライブラリファームウェアのダウンロード

・ 診断情報

・ サポート情報

機能とその利点

能機 点利

のドーボンオ bew ハるよにバーサ
理管のスーベアェウドー

トスンイ。応対にムテスシグンィテーレペオのどんとほ
。んせましと要必を社会別にトーポサやルー

beW グの式形ザウラブのスーベ
使をスーェフタンイルカィフラ

。用

ンイ、てっよに法方ンョシーゲビナな的感直たれ慣い使
数複、もでらかンョシーテスクーワのどの上トッネラト

。能可理管をリラブイラの

トーポレーラエたれさ合統 ーラエプーテ、ブイラド、リラブイラ、で法方な的合統
当担理修てし刷印、はグローラエ。すまて立をグラフに

。すまきでがとこる送に

ダのアェウムーァフリラブイラ
ドーロンウ

。すまきでスセクアに座即にアェウムーァフの新最

プーテ、ブイラド、リラブイラ
報情スターテスの

きで示表に座即をスターテスの在現のプーテやスイバデ
。すま

クンリのへジーペトーポサ でスセクアに座即に報情ーナトーパ、類書文、トーポサ
。すまき

ィテリュキセ 有をドーワスパリラブイラでトイサブェウ理管トーモリ
設成構をリラブイラで上クーワトッネ、し力入てしに効

。すまし定

シーレグィフンコのでトーモリ
作操びよお認確、ンョ

の能機たれら限（すまし理管をリラブイラらかく遠
。）み
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サポートされているコンフィグレーション

容内 ンョシーレグィフンコるいてれさトーポサ

ザウラブ ・ 10.4rerolpxEtenretnI:TN/89/59swodniW 、上以 epacsteN
　 5.4rotacinummoC 、上以 80.4rotagivaNepacsteN 。上以
・ 5.4rotacinummoCepacsteN:XU-PH 、上以 epacsteN
　 80.4rotagivaN 。上以

リモート管理カードのインストールとコンフィグレーション

ほとんどのライブラリには出荷時にリモート管理カードが既にインストールされていま
す。ただし、故障した場合には、カードを取りかえる必要があります。どのライブラリ
モデルも1枚のカードしか必要としません。

コンフィグレーション

1 RJ-45コネクタをカードのネットワークポートに差し込みます。

2 ライブラリのバックパネルで、リモート管理カード上のリンクLEDが緑色になって
いるのを確認します。（LEDの説明は、64ページを参照してください。）

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスをネットワーク管理者からも
らってください。

3 フロントパネルで、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスを入力
します。次の手順に従ってください。

Main Menu→

Administration→

Change Configuration→

Network Access

a. Network Accessメニューにアクセスします。

b. IPアドレスを入力します。

[+]キーを使って、番号を変更します。

[->]キーを使って、次の数値に移ります。

[Down]キーを使って、次のアドレスに移ります。

c. 同様に、サブネットマスクを入力します。
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d. ゲートウェイアドレスを確認します。IPおよびサブネットマスクによって、有
効なゲートウェイアドレスの範囲が狭まります。

MACアドレスはそれぞれのリモート管理カードに対して一意なので、識別用に使用
されます。このアドレスは変更できません。

e. 変更が終わったら、[OK]を押して変更を保存するか、[Quit]を押して変更を保存
せずに終了します。

入力した変更を確認するメッセージが表示されるか、変更が保存されなかった
ことが知らされます。

4 指定のIPアドレスをWebブラウザに入力して、Webベースのライブラリ管理者ペー
ジにアクセスします。

例：

IP address=15.28.33.12

Device name=library1

http://library1またはhttp://15.28.33.12

このWebベース管理についての説明とヘルプスクリーンは、Webページにありま
す。
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ライブラリをファイバーチャネル用に構成設定する（N8503-69/N8103-69 Upgrade型
LTOライブラリ用Fibre Channelコントローラを接続している場合）

ファイバーチャネルカードは、SCSIとファイバーチャネルの間を橋渡しするものです。

コンフィグレーション

ファイバーアドレス指定に使われるSCSI IDは、デフォルトのSCSI IDだけです。これ
らのIDをデフォルト状態から変更することはできないので、ファイバーチャネルカード
が1枚でもあると、Configure SCSI IDsメニューオプションは表示されません。
ファイバーチャネル用にSCSI IDを設定する必要はありませんが、ライブラリは構成設
定する必要があります。

Main Menu→

Administration→

Change Configuration→

Fibre Channel

1 Fibre Channelメニューに入ります。

2 構成設定するファイバーチャネルカードがあるレベルを選択します。

[-]キーを使って、ライブラリのより低いレベルを選択します。

[+]キーを使って、ライブラリのより高いレベルを選択します。

レベルが正しければ、[OK]を選択します。

3 アドレス指定方式とAL_PAを示すメッセージが表示されます。

・ アドレス指定方式を選択します（ハードまたはソフト）。デフォルトのアドレス
指定はハードで、自動選択が有効になっています。

ハードアドレス指定では、固定アドレスを設定して維持できますが、アドレス
競合が起る可能性があります。ソフトアドレス指定は、電源が入るたびに使用
されていないアドレスを探すため、アドレスが変わることがあります。

ソフトアドレス指定方式ではAL_PAが変わることがあるため、バックアップソフト
ウェアによってはこのモードでライブラリを見つけにくいことがあります。このモー
ドを選択する前に、バックアップソフトウェアのマニュアルで、ソフトアドレス指
定がサポートされていることを確認してください。

・ ハードアドレス指定を選択した場合、AL_PA（固定アドレス）または自動選択を
選んでください。自動選択はハードアドレス指定のオプションで、使用可能な
アドレスを見つけ、それ以降はそのアドレスをハードアドレスとして使用する
ものです。

4 変更が終わったら[OK]を押して、変更を保存します。変更を確認するメッセージ
が現れます。[Quit]を押して、変更を保存せずに、Fibre Channel Configurationメ
ニューを終了することもできます。
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ファイバーチャネルの情報を得る

Informationメニューに入って、以下のファイバーチャネル設定を表示させます。

・ ループステータス

・ 正常動作とエラー状態

・ 指定されたAL_PA

・ ワールドワイドポート名

・ ワールドワイドノード名

・ アドレス指定方式

SCSI IDを設定する

Main Menu→

Administration→

Change Configuration→

SCSI IDs

ⓦ ファイバーチャネルを使用しているライブラリはデフォルトのSCSI IDを使うた
め、このメニューは使用できません。

ⓦ 同じSCSIバス上にあるデバイスはすべて独自のSCSI IDを持っている必要があり
ます。

デフォルトSCSI ID

スイバデ * DIISCS

ラーロトンコリラブイラ 0

ンョシジポブイラド 1 1

ンョシジポブイラド 2 2

ンョシジポブイラド 3 3

ンョシジポブイラド 4 4

ンョシジポブイラド 5 5

ンョシジポブイラド 6 6

* は数のスイバデ　 33-0658N （ edargpU 型 OTL 設増用リラブイラ OTL 数台設増の）ブイラド
。すまりな異てっよに　

SCSI ID設定を出荷時デフォルトから変更すると、バックアップソフトウェアのコン
フィグレーションに影響することがあります。SCSI IDに必要な条件については、
バックアップソフトウェアのマニュアルを参照してください。

ドライブが入っていなくても、ドライブポジションのSCSI IDを構成設定できます。後
に追加されたドライブが、そのロケーションにすでに指定済みのIDを使用します。
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1 SCSI IDsメニューに入ります。同じSCSI IDのデバイスは別のSCSIバスに接続する
必要があるという警告メッセージが現れます。

[OK]を選択します。

2 Configure SCSI IDスクリーンに、選択されたドライブポジションを示すメッセージ
が表示されます。

[-]か[+]キーを使って、ドライブまたはライブラリコントローラを選択してから、
[OK]を選択します。ライブラリのドライブ番号については、17ページの「装置背面
（リアパネル）」、またはライブラリ背面の製品情報ラベルを参照してください。

3 次のスクリーンに、ドライブ番号と現在のSCSI IDが表示されます。

[-]か[+]キーを使って、希望のSCSI IDを選択してから、[OK]を選択します。

4 確認スクリーンに、この操作に成功したか失敗したかが示されます。SCSI ID指定
に失敗すると、原因が表示されてから、Configure SCSI IDスクリーンに戻ります。
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日付と時刻を設定する

Main Menu→

Administration→

Set Date and Time

ライブラリが最初にセットアップされた時点、またはライブラリが長期間オフになって
いた場合、日付と時刻を設定する必要があります。日付と時刻を設定するには、Admin-
istrationメニューに入ります。日付と時刻を表示させるだけの場合は、Informationメ
ニューに入ります。

日付と時刻を設定するには：

1 Set Date and Timeメニューに入ります。

2 [-]か[+]キーを使って、年、月、日を選択します。終了したら[->]キーを使って、次
の入力項目に進みます。

3 [+]か[-]キーを使って、時間と分（00:00:00）を設定します。[->]キーを使って、次の
入力項目に進みます。秒は自動的に00に設定されます。

4 [-]か[+]キーを使って、時刻帯を選択します。UTCは、協定世界時（Coordinated Uni-
versal Time）の略です。

5 [OK]を押して、変更を保存します。または[Quit]を押して、変更を保存せずに終了
します。
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ライブラリに関する情報を得る

以下の情報が、InformationおよびAdministrationメニューから得られます。

・ ライブラリ情報

・ ドライブ情報

・ コンフィグレーション情報

・ 日付と時刻

・ ファームウェアリビジョン

ライブラリ情報

Main Menu→

Information→

Library Information

次の手順に従ってライブラリに関する情報を表示させます。次ページの表にそれぞれの
オプションを説明します。

1 Library Informationメニューから、次のオプションのひとつを選択します。

・ Library Status

・ Hard Error Log

・ Recovered (Soft) Error Log

・ Odometer

・ Identity

2 [Back]を選択して、Library Informationメニューに戻ります。
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ライブラリ情報

ンョシプオーュニメ 報情

sutatSyrarbiL 使部一と報情るす関にスターテスな的般全のリラブイラ
。すまし示表てべすをグラフの能可用

goLrorrEdraH （ 95 エ「のジーペ
）」るす決解を態状ーラ

ッメのしなーラエドーハ。示表を歴履のーラエ能不復回
。すまし示表をリトンエーラエ、かす返をジーセ ]redlO[ ま

はた ]reweN[ 。すまし択選をリトンエ、てっ使をーキ

goLrorrE)tfoS(derevoceR （ 55 ペ
す決解を態状ーラエ「のジー

）」る

ッメのしなーラエトフソ。示表を歴履のーラエ能不復回
。すまし示表をリトンエーラエ、かす返をジーセ ]redlO[ ま

はた ]reweN[ 。すまし択選をリトンエ、てっ使をーキ

retemodO 。すまし示表をトンウカの動移たれさ換交

ytitnedI 。すまし示表を号番ルアリシのリラブイラ

ドライブ情報

Main Menu→

Information→

Drive Information

1 Drive Informationメニューから、[-]か[+]キーを使って、希望のドライブモジュール
を選択します。

2 [OK]を選択し、以下のオプションを表示させて、ひとつを選択します。

・ Event Log： ドライブエラー、オンラインとオフラインの偏移、ドライブのク
リーニングなど、選択されたドライブポジションに対する重要な
イベントを表示します。

・ Odometer： 電源がオンになっていた時間およびドライブのロードのカウント
を表示します。

・ Identity： ドライブタイプ、シリアル番号、ファームウェアリビジョンを表
示します。
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コンフィグレーション情報

Main Menu→

Information→

View Configuration

View Configurationメニューから、希望のライブラリ機能を選択し、現在の以下のよう
な情報を表示させます。

・ パスワード有効ステータス

・ メールスロットコンフィグレーション

・ ネットワークアクセスコンフィグレーション

・ SCSI ID指定またはファイバーチャネルステータス

・ 電源を入れ直した後で、エレメント予約を保存

・ その他のコンフィグレーションオプション（メディアアクセス防止、出荷時デフォ
ルトの復元、回復したエラーログのレポート、サービス専用の診断コンフィグレー
ション）

日付と時刻

Main Menu→

Information→

Date and Time

このメニューにアクセスして、ライブラリの日付、時刻、時刻帯の設定を表示させま
す。[More]キーを使って、最後に電源をオンにした日時を表示します。

ファームウェアリビジョン

Main Menu→

Information→

Firmware Revisions

Firmware Revisionsメニューから、以下に関する情報を表示させることができます。

・ ライブラリ

・ テープドライブ
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ライブラリ診断テストを実行する

Main Menu→

Administration→

Run Test

以下の手順に従って、ライブラリ機能の内部テストを実行します。
次ページの表にこれらのテストの説明があります。

1 Administrationから、[More]を選択して、管理オプションをもっと表示させます。
Run Testメニューを選択します。

2 Run Testから、[-]か[+]キーを使って、使用可能なテストを表示させます。

3 [OK]を選択して、テストを選択します。

4 テストを実行する回数を選択します（複数回行う場合）。

[Stop]を選択して、テストを中止します。現在のテストサイクルが終わってから、テ
ストが停止します。

5 [Run]を選択して、テストサイクルを開始します。

テスト結果は、テストサイクルが終わった時点で表示されます。
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診断テスト

トステ 容内

yrotnevnIkcehC ブイラドとトッロスのど、てしンャキスに的理物を体全リラブイラ
。すまべ調かるいてっ入がプーテに

yrarbiLetarbilaceR ステはトステのれぞれそ。すまし行実をトステフルセに時入投源電
にとごプールト 1 較再を分部械機、はトステのこ。すまれわ行つず回

。すましアリクてべすをーラエドーハ、し正

noitoMlacitreVtseT 動移へ上番一らかてし動移へ下番一のリラブイラをリブンセア直垂
終が動移。すまし動移を囲範平水がトーポスンラト、に時同とるす

。すまし止停がリブンセアトーポスンラト、とるわ
、がすまえ使にリラブイラのルデモのてべす、はトステのこ：記注
。すまし動移けだに向方上はでリラブイラのルベレチルマ　　　

noitoMlaretaLtseT テ。すまし動移にトッロスなムダンラをリブンセアトーポスンラト
。んせまりあ要必はプー

sevoMenizagaMtseT にムダンラにトッロスるいてい空らかトッロスなムダンラをプーテ
。すまし戻にンョシーケロの元、らかてし動移

tseTssenlleW 空らかトッロスなムダンラ、でまるなにいぱっいがブイラドの部全
プーテの部全、らかてし動移し返り繰をプーテにブイラドるいてい

。すまし戻にトッロスの元を

aideMdniweR てっ入がプーテの中み込り取をターデらかトスホにブイラド：意注
。いさだくでいなし行実をトステのこ、合場るい　　　

。すまし戻き巻をプーテの内ブイラド

tropsnarTkcoL 位の定所をリブンセアトーポスンラト、てえ備に動移のリラブイラ
。すましクッロに置

はリブンセアトーポスンラト、とるれ入を源電のリラブイラ：意注
。すまれさ除解クッロに的動自　　　

tropsnarTkcolnU 解をクッロのトーポスンラト、で点時たっわ終が動移のリラブイラ
。すまし除

はリブンセアトーポスンラト、とるれ入を源電のリラブイラ：記注
。すまれさ除解クッロに的動自　　　

srosneSllAwohS すりたじ閉りたい開をアド。すまし示表に的動自を態状のーサンセ
をーサンセトッロスルーメ。すまりわ替り切がーサンセアド、とる

の初最、はにるえ替り切 2 スルーメのめたるすスセクアにプーテの本
。すまき開をトッロ

mmoCtropsnarTtseT 間ラーロトンコロクイマトーポスンラトとラーロトンコリラブイラ
し告報を態状のクンリのこ。すまべ調てし立確をスパ信通線外赤の

、ばれす格合にトステ。すま noitacinummoCRItseT で好良はクンリ
。す

noitartsnomeD シーケリプアプッアクッバトスホ、らたっわ終がトステのこ：意注
、らかンョ　　　 kcehCyrotnevnI 。いさだくてし行実を

ラドの部全、し択選にムダンラをジーレトスるいてっなにいぱっい
まし動移し返り繰をプーテにブイラド、でまるなにいぱっいがブイ
ブイラドやトッロスるいてっなにいぱっい、はムラグロプのこ。す

。すまし行実を換交のプーテ、てし探をトッロスるいてい空と
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第4章　障害処理ガイド

エラー状態を解決する

エラーが発生したら、フロントパネルには問題を示すエラーメッセージが表示されま
す。以下の手順に従って、問題を解決します。

1 エラーメッセージは表示されたスクリーン、またはHard Error Logから、[More]を
選択します。

2 このスクリーンからの情報を、エラーコード番号、FRU（現場交換ユニット）番号、
エラーコード修飾子、シーケンス番号、その他の表示を含めてすべて記録します。

3 [more]を選択します。表示された推奨処置のリストと、その他のスクリーンを（表
示された場合）記録します。情報を取得するには、ハードエラーログの最新エント
リを調べます。

4 推奨処置を、提示された順序で実行します。問題が分離されるまで、順に次の処置
を実行していきます。

問題が解決された後は、それ以降の推奨処置を実行しないでください。

5 フロントパネルディスプレイに表示されたすべての推奨処置を実行しても、問題が
解決しない場合は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡くださ
い。

フロントパネルディスプレイのステータスバーには、ログのエントリが記録されたドラ
イブやライブラリの故障について、反転表示による注意が示されます。この注意は、
Library Hard Error LogスクリーンまたはDrive Logスクリーンを表示してクリアできま
す。

ライブラリの反転表示による注意は、ライブラリの一部使用可能ステータスが変わった
場合にもセットされます。この注意は、Library Statusメニューを表示してクリアできま
す。
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エラーログにアクセスするには、以下のメニューパスに従います。

ライブラリ　ハード　エラー：

Main Menu→

Information→

Library Information→

Hare Error Log

メディア　イベント　エラー：

Main Menu→

Information→

Drive Information→

Event Log

ライブラリ　ステータス：

Main Menu→

Information→

Library Information→

Library Status

フィールド状態をクリアする

ライブラリでハードエラーが報告された場合、フロントパネルディスプレイ上のライブ
ラリステータスアイコンがfailedにセットされます。この状態は、以下のいずれかの方
法で（HealthyまたはPartially Available）にクリアできます。

・ Recalibrate Libraryテストを実行する

・ ライブラリの電源を入れ直す

一部使用可能状態をクリアする

一部使用可能状態は次の表(一部使用可能の条件)に示す１つまたは複数の条件によって
起こります。一部使用可能状態は、ライブラリが部分的に動作していることを意味しま
す。一部使用可能な場合、フロントパネルディスプレイ下方の明るいバーが黄色になり
ます。この状態は、問題が修正されるまで続きます。
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一部使用可能の条件

スターテスーラエ
管トーモリはたまルネパトンロフ（

）るれさ示表りよにドーカ理
因　　原

tneserpton)s(evirD 。たしでんせまきで出検をルーュジモブイラドがリラブイラ

enilffO)s(evirD 。すまいてっなにンイラフオてっよにラーロトンコリラブイラがブイラド
。たし敗失にトステ入投源電がブイラド・

。たし敗失にトステ入投源電がドーボルーュジモブイラド・
。たし敗失に信通ルアリシのとブイラド・

ドーロ・ / 。たし敗失にドーロンア
まいてっなにンイラフオてっよにターレペオルネパトンロフがブイラド

。す
。すまいてっなにンイラフオてっよにターュピンコトスホがブイラド

lennahcerbifnoelbaliavaton)s(evirD ーバイァフのどのかほ、がたしまれさ出検てっよにリラブイラがブイラド
。んせまきで出検をブイラドもドーカルネャチ

rorreerawmrifURF ァフい無の性換互と分部の他のリラブイラ、にトンネーポンコリラブイラ
。すまいてっ入がアェウムー

SDVLdetcennoceciveddedneelgniS
rellortnoc

ルャシンレァフィデ圧電低 ISCS 続接にスイバデドンエルグンシ、がドーカ
。すまいてれさ

erawmrifdeen)s(evirD 性換互のアェウムーァフ、がすまいてれさ入投も源電、し在存がブイラド
。んせまりあが

eruliafnafyrarbiL 。すまいてし障故がンァフのリラブイラ

gninaelcsdeenevirD 。すまりあが要必るすグンニーリクをブイラド

gnissim)s(gaM 。たしでんせまきで出検をンジガマのてべすがリラブイラ

nepo)s(rooD 。すまいてい開がアドプーテの数複はたまつ１

nepotolsliaM 。すまいてい開がアドのトッロスルーメ

tneserptondractnemeganametomeR 。たしでんせまきで出検をドーカ理管トーモリがリラブイラ

tneserptonlenaptnorF 。たしでんせまきで出検をイレプスィデルネパトンロフがリラブイラ

tneserpton)s(dracevalS せまきで出検をドーカラーロトンコブーレスのリラブイラ、がリラブイラ
。たしでん

deliafdractnemeganametomeR 。たしまし敗失にトステ入投源電がドーカ理管トーモリ

deliaflenaptnorF 。たしまし敗失にトステ入投源電がイレプスィデルネパトンロフ

deliaf)s(dracevalS しまし敗失にトステ入投源電がドーカラーロトンコブーレスのリラブイラ
。た

てべすがドーカラーロトンコブーレス、き除をリラブイラの段下最）注（
。すまし在存　　　

deliaf)s(draclennahcerbiF 。たしまし敗失にトステ入投源電がドーカルネャチーバイァフ
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ライブラリハードウェアのトラブルシューティング

次の表（トラブルシューティング表）に、動作上の問題点とそのトラブルシューティング
について説明します。ホストやアプリケーションソフトウェアに関する問題について
は、各ホストシステムまたはアプリケーションの説明書を参照してください。それでも
問題が解決しない場合は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡くだ
さい。

電源を入れ直す場合は、事前にシステム管理者に相談してください。アクティブな
デバイスがSCSIバスやファイバーチャネルループに接続された状態では、電源を入
れ直さないように注意してください。SCSIバスやファイバーチャネルループがアク
ティブな状態で電源を入れ直すと、データが失われたり、ホストシステムがハング
アップすることがあります。

トラブルシューティング表

題　　問 置処応対

。いなきで入投源電にリラブイラ 。すまべ調てべすを続接のルブーケ源電・
。すまし認確をとこるいてっなにンオがチッイス）イバンタス（源電・
。いさだくてし認確をとこるいてじ通が気電にトンセンコ源電のてべす・
故。いさだくてみてえ替れ入を置装源電、はでリラブイラルベレチルマ・
動で態状な能可用使に的分部、は合場るあにルベレ上が置装源電たし障　

。すまし作　
。すまし換交をドーコ源電・

パトンロフ。敗失にトステ入投源電
ーセッメーラエにイレプスィデルネ

。るれさ示表がジ

ラがンジガマ、とこるいてれさ入挿に全完に内ンジガマがプーテの部全・
。すまし認確をとこるいてれさ納収に全完に内リラブイ　

つに細詳、べ調をドーコーラエ、は合場たし敗失度再にトステ入投源電・
てい　 95 。いさだくてし照参を」るす決解を態状ーラエ「のジーペ

ラにきとるあに内ブイラドがプーテ
復回が源電、れ切が源電のリラブイ

。いなら戻に態状ィデレもてし

。すまし直れ入を源電のリラブイラ・

さ示表がジーセッメにイレプスィデ
。いなれ

。すまし認確をとこるいてれさ続接がドーコ源電・
。すまし認確をとこるいてっ入がチッイス源電・

。すまし直れ入を源電のトッニユ・

プーテはたま、たし入挿をンジガマ
ーセッメーラエ、で後たしドーロを

。るれさ示表がジ

（。すまし認確をとこるいてれさ入挿くし正がプーテに内ンジガマ・ 03
）照参を」るすスセクアにプーテの内リラブイラ「のジーペ　

。すまし認確をとこるいてし用使をプーテの類種いし正・

のブイラド DIISCS ホ、がたし更変を
いし新がターュピンコトス DI 識認を

。たっかなきで

。すましトーブリをトスホ・

要必るす止中をルクイサトステ部内
。るあが

・ ]POTS[ まし止停がトステ、後たし了完がプールトステ行現。すまし押を
。す　

っなくなか動がプーテで内ブイラド
。た

。いさだくてし絡連に社会スビーサ守保はたま、店売販のめ求い買お

なか動がプーテで内トーポスンラト
。たっなく

ーテ、し出り取をンジガマ。すまけ開をアドい近も最にトーポスンラト・
。すまし出り取とっそらかトーポスンラトらがなしぐほをプ　

・ yrarbiLetarbilaceR （すまし行実をトステ 75 断診リラブイラ「のジーペ
。）いさだくてし照参を」るす行実をトステ　

。いさだくてし絡連に社会スビーサ守保はたま、店売販のめ求い買お・

動がプーテで内トッロスジーレトス
。たっなくなか

をアド。すまけ開をアドの当該、し照参をイレプスィデルネパトンロフ・
。すまし外り取をンジガマ、せさドイラスにき向外　

。すまし出り取をプーテ・
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題　　問 置処応対

ずがトンメイラアのトーポスンラト
。るいてれ

ピくし正をプーテがトーポスンラト
。いなしクッ

プーテ / ブイラド / のトーポスンラト
。るいてれずがトンメイラア

・ yrarbiLetarbilaceR （すまし行実をトステ 75 断診リラブイラ「のジーペ
。）いさだくてし照参を」るす行実をトステ　

。いさだくてし絡連に社会スビーサ守保はたま、店売販のめ求い買お・

し返り繰がジーセッメグンニーリク
。るれさ示表

。すまし換交とプーテいし新をプーテの存既・ 63 クブイラド「のジーペ
。照参を」ーラエグンニーリ　

場るれさ示表度再がジーセッメのこで後たしグンニーリクをブイラド・
あ要必の換交プーテグンニーリク、にイレプスィデルネパトンロフ、合　

。すまれさ示表がジーセッメういとり　
・ 63 照参を」ーラエグンニーリクブイラド「のジーペ

。いなきでみ込き書にプーテ 。すまべ調を可許スセクアムテスシルイァフのスイバデトスホ・
。すまし認確をとこるいてし用使をプーテの類種いし正・

認確をとこるいてれさトッセに態状能可み込き書、がブタ止禁み込き書・
（。すまし　 62 ）図のジーペ
のブイラドのこ・ goLtnevEevirD 。すまべ調を

。すまし用使をプーテいし新・
くでいなし入挿にブイラドの別をプーテの題問、はでトステの記上：記注
まりあがとこるえ与を傷損にブイラドがプーテるあの題問。いさだ　　　

。す　　　
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)1 ーィデレ DEL

色 明説

黄 にトステ入投源電、中入投源電
エ的命致に中作動はたま、敗失

。出検をーラ

緑 合にトステ入投源電がドーカ
。了完備準がドーカ。格

)2 ィテビィテクア DEL

色 明説

緑るす滅点 のトーポトッネサーイのドーカ
。すまし示を態状作動信通

)3 クンリ DEL

色 明説

緑 な効有 NAL 。すまし示を続接

各カードのLEDについて

リモート管理カードLED

①

②

③
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)1 ーィデレ DEL

色 明説

緑るす滅点 がドーコトーブにラーロトンコ
。要必

黄 。中スセロプ入投源電

黄 )n( 滅点回
ズーポ

黄 )n( 滅点回

トステ入投源電がラーロトンコ
。敗失に

1=n ： MOR ーラエ
3=n ーラエサッセロプロクイマ：
4=n 御制： MAR ーラエ
5=n 性発揮不： MAR ーラエ
6=n 性発揮： MAR ーラエ

緑 トステ入投源電がラーロトンコ
格合に

DELISCS)2

色 明説

緑 定、かいないてれさ続接がスバ
ルャシンレァフィデ圧電 ISCS バ
。るいてれさ続接がス

緑るす滅点 ドンエルグンシ ISCS 続接がスバ
。るいてれさ ISCS ンマーォフパ
。下低がス

黄 ルャシンレァフィデ圧電高 ISCS
ラエ。るいてれさ続接がスバ

。ー

①

②

LVDSライブラリ　コントローラ　カード LED
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)1 黄 )2 緑 明説

フオ ンオ ンイランオがブイラド
。能可用使、で

滅点 フオ ンイラフオがブイラド
。能可換交、で

ンオ 滅点 にンイランオをブイラド
。中え換切

滅点 ンオ 。ンイラフオがブイラド
。失喪の信通部内

ンオ ンオ ンコルーュジモブイラド
。中トッセリをラーロト

ンオ フオ 。中行進トステ入投源電

2 滅点回
ズーポ 2回
滅点

フオ 電がルーュジモブイラド
。敗失にトステ入投源

① ②

ドライブモジュールLED
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)1 ィテビィテクア DEL

色 明説

緑るす滅点 よにドーカルネャチーバイァフ
。す示をィテビィテクア送転る

)2 クンリ DEL

色 明説

緑 続接ルネャチーバイァフな効有
。す示を

)3 クンリ DEL

色 明説

黄 電がドーカルネャチーバイァフ
失にトステ入投源電、中入投源
ラエ的命致に中作動はたま、敗

。出検をー

緑 合にトステ入投源電がドーカ
。了完備準がドーカ。格

緑るす滅点 ISCS がトーポ 1 。障故つ

①

②

③

ファイバーチャネルカードLED

* N8503-69/N8103-69（Upgrade型LTOライブラリ用Fibre Channelコントローラ）を使用
している場合
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付録A 仕 様

本体

データ転送速度 最大40MB/秒（テープドライブ部：SCSIバス上）

最大データ記憶容量 100GB×20（圧縮時：200GB×20）

カートリッジテープ実装数 最大20巻（マガジン4個使用）

インタフェース Ultra2 Wide SCSI（SE/LVD）

外形寸法 442mm（幅）×696mm（奥行き）×216mm（高さ）

質量 約30kg

データ転送速度 15MB/秒（最大、非圧縮時）

 30MB/秒（最大、圧縮時）

電源電圧 AC100V

周波数 50/60Hz（共用）

消費電力 175W（Typ.）

環境条件［動作時］ 周囲温度　10℃～35℃（温度変化率：10℃/時間）
相対湿度　20％～80％RH（湿度変化率：10％/時間）
最大湿球温度　26℃（結露しないこと）

［保管時］ 周囲温度　－20℃～60℃（温度変化率：10℃/時間）
相対湿度　10％～90％RH（湿度変化率：10％/時間）

カートリッジテープ（型番：EF-2424）

最大データ記憶容量 100GB（圧縮時200GB）

テープ長 約580m（1,903フィート）

使用条件 周囲温度　10℃～40℃
相対湿度　20％～80％RH
最大湿球温度　25℃（結露しないこと）

保管条件 周囲温度　16℃～32℃
相対湿度　20％～80％RH
最大湿球温度　26℃（結露しないこと）
※ カートリッジテープは、添付のプラスチック保護
ケースに入れてふたをして保管してください。カー
トリッジテープは、水平、垂直どちらの方向に置い
てもかまいません。

放置時間 使用条件および保管条件以外の環境下に放置していた
カートリッジテープを使用する場合には、使用する前
に、24時間を超えない範囲で放置していた時間以上に
使用する環境下において、なじませてください。（この
時の温度勾配は11℃/時間以下と規定します。）



- 70 -

付録B 別売品および消耗品

別売品

本装置には次の別売品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番
をお申しつけください。

品　名 型　番 仕　様

LTOデータ媒体 EF-2424 付録Aを参照。

LTOマガジン EF-3244L 本体付属のマガジンと同一のマガジ
ン1個。

消耗品

本装置には次の消耗品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番
をお申しつけください。

品　名 型　番 特　長

クリーニング媒体 EF-3237Q 本装置のヘッドクリーニングを15回
行えます。

バーコードラベル EF-3245G バーコードラベルを使用したデータ
カートリッジの運用管理を行うとき
に使用します。
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目　項 欄入記

名ルデモ置装理処本基

ムテスシグンィテーレペオ )SO(
( ッパスビーサ、ンョジーバ、称名
ク/ 況状用適のチッパ )

ンョシーケリプアプッアクッバ (名
クッパスビーサ、ンョジーバ、称 /

況状用適のチッパ )

ISCS 成構スバ
/DIISCS( スイバデの上スバ一同 )
境環置設置装

境環置設置装
( どな況状のリコホ、度湿、度温 )

類種ジッリトーカ
( 、名カーメ FE 番型 )

類種ジッリトーカグンニーリク
( 、名カーメ FE 番型 )

状用使ジッリトーカグンニーリク
況 ( や数回用使、期周グンニーリク

どな法方理管の月始開用使 )

況状用使ジッリトーカ ( や数回用使
どな法方理管の月始開用使 )

況状理管のジッリトーカ

付録C 運用状況お客様記入シート
本装置を保守・管理する際に必要な情報を記録しておくメモ欄です。
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